
 

   

 

  

 

門外不出の秘仏、博物館で初公開！ 

「平成 29 年度  横浜市指定・登録文化財展」 

展示開催・関係者向け内覧会のお知らせ 
 

展示会期：平成 29 年 11 月 25 日（土）～平成 30 年 1 月 8 日（月・祝） 

 

 

平成 29 年度に指定された国と横浜市の指定文化財を中

心に紹介する展覧会を開催します。 

 

展示品の中でも、港北区の西方寺観音堂に安置されている平

安時代後期の優品、木造十一面観音菩薩立像（写真１）は、12

年に一度、子年の春のみ公開される秘仏で、今回が門外では初

の公開（開帳）となります。 

西方寺観音堂は旧小机領三十三所子歳観音霊場の第 15 番札

所です。小机領観音霊場は、享保 17 年（1732）に江戸幕府の許

可を得て開かれ、現在の横浜市・川崎市・町田市にある 33 の観

音寺院で構成されています。観音像はいずれも秘仏で普段は拝

むことはできません。今回の西方寺十一面観音菩薩立像の公開

は、次回の子年（2020 年の東京オリンピック・パラリンピック

大会の年）を待たずの開帳となります。 

 

 

 

―東日本大震災の被災から甦る― 

今回の開帳までに観音像は大きな事件に遭遇しました。2011 年の東

日本大震災です。この地震によって観音像は大きく損傷しました（写

真２）。またそれ以前から全体に劣化が進んでいたため、2016 年に保

存修理を実施し、平安時代の優美な姿が甦りました。 

今回の修理により、素朴な表情や穏やかな肉どり、彫りの浅い衣文

表現など、製作当初である平安時代後期（12 世紀頃）の優れた造形が

明瞭に把握できるようになりました。本展示では間近で鑑賞すること

ができます。平安の美をご堪能ください。 

 

 

 

一般公開に先立ち開催前日の 11 月 24 日（金）16 時からマスコミ関係者向けに内覧会を開催します。 

展示担当学芸員がご案内いたしますのでぜひご来館ください。 

平成 29 年 11 月 16 日 
横 浜 市 歴 史 博 物 館 
(公財）横浜市ふるさと歴史財団 

記 者 発 表 資 料 

（写真２）萩原哉氏撮影 

 

（写真１）株式会社明古堂撮影 

 



 

                      

 

多彩な文化財を展示 

このほか今回の展覧会では計 10 件の文化財を紹介します。この中には 9月に国の重要文化財に指定され

た帆船日本丸の設計図（写真３）や航海日誌、鶴見区の市民が長年にかけて復元に努めた無形民俗「鶴見

の田祭り」の道具（写真４）など、多彩な文化財が含まれています。 

横浜市内に伝えられてきた貴重な文化財をじっくりご覧ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展示資料】  

横浜市指定・登録文化財 

・彫刻〈木造十一面観音菩薩立像〉西方寺（港北区）所有 

・絵画〈絹本著色釈迦十八天像（写真パネル）〉龍華寺（金沢区）所有神奈川県立金沢文庫寄託 

・地域無形民俗文化財〈鶴見の田祭り（道具・写真パネル）〉鶴見田まつり保存会（鶴見区） 

・地域史跡〈嶺松寺址と千葉氏ゆかりの地（写真パネル）〉上行寺（金沢区）所有 

以上平成 29 年度指定・登録 

・古文書〈鎌倉時代仮名消息〉横浜市所有（横浜市歴史博物館管理）平成 17 年指定 

・有形民俗〈荏田宿まねき看板〉個人所有（横浜市歴史博物館管理）平成 7 年指定 

・有形民俗〈灯火具コレクション〉横浜市所有（横浜市歴史博物館管理）平成 7 年指定 

・有形民俗〈街頭紙芝居 附 舞台・拍子木〉横浜市所有（横浜市歴史博物館管理）平成 27 年指定 

・無形民俗〈鶴見川流域の廻り地蔵（池辺町八所谷戸）レプリカ〉横浜市歴史博物館所有 平成 26 年度指定 

国重要文化財 

・歴史資料〈日本丸 附 設計図面〉横浜市所有（横浜市みなと博物館管理）平成 29 年度指定 

（写真３）日本丸の設計図 

（写真４）鶴見の田祭り 



 

                      

 

【関連事業】 

 

講座 

①「横浜の平安仏－西方寺十一面観音菩薩立像を中心として‐」 

萩原哉氏（武蔵野美術大学講師） 

1 月 6 日（土）14：00～15：30 

会場：講堂 参加費：500 円 定員：150 名（当日先着順・受付は 30 分前から） 

 

②「街頭紙芝居の文化史」 

刈田均（当館主任学芸員） 

1 月 7 日（日）14：00～15：30 

会場：研修室 参加費：500 円 定員：40 名（当日先着順・受付は 30 分前から） 

 

担当学芸員による展示解説 

12 月 9 日（土）・23 日（土・祝）11：00～、14：00～、1月 8 日（月・祝）11：00～ 

参加費：無料（企画展チケットが必要） 

 

街頭紙芝居（複製）の実演 

12 月 23 日（土・祝）12：00～、13：30～、15：00～ 

参加費：無料 

 

廻り地蔵の文化財体験 

11 月 25 日（土）、12 月 2 日（土）・9日（土）・16 日（土）・23 日（土祝）・1月 6日（土） 

12：30～14：00 

廻り地蔵（レプリカ）を背負い、昔から続く“無形”の民俗文化財を体験します。 

参加費：無料 

 

 

-同時開催-  

平成 29 年度「かながわの遺跡」展（群集する古墳―かながわの古墳時代終末期を考える） 

 

 

会  期  平成 29 年 11 月 25 日（土）～平成 30 年 1 月 8 日（月祝）   

開館時間  午前 9時～午後 5時（券売は 4時 30 分まで） 

観 覧 料   一般 200 円、高校生以下無料 （常設展は別） 

休 館 日  月曜日（1月 8 日は開館）、12 月 28 日～1月 4 日 

主  催  横浜市歴史博物館、横浜市教育委員会 

 

  

                             

＊画像データをご要望の場合は 久保（広報）へご連絡ください。 

 

お問い合わせ先：横浜市歴史博物館 副館長 井上攻 ℡045－912－7777 


